
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        

 

     

『モダン・タイムス』は、１９３６年にチャーリー・チャップリンが監督・製作・脚本・作曲を担当した喜

劇映画です。映画のタイトルを日本語にすると、「現代」という意味になります。 

製鉄工場で働くチャップリン。工場の中では、人間が機械のスピードに合わすことを強要されるの

ですが、チャップリンは自分の作業に熱中するあまり、機械の歯車に巻き込まれてしまいます。そして、

とうとう精神を壊し、入院してしまいます。 

このような強烈な社会風刺、それも、資本主義という、どうしようもないものへの風刺を描きながら、

『モダン・タイムス』のラストは、主人公のチャップリン演ずる失業者と少女が手をつないで、長い一本

道を歩いて行くシーンで終わります。背後には、「スマイル（ほほえみ）」という曲が流れます。 

映画の中で演奏されているこのテーマ曲は、チャップリンが自ら作曲した曲です。1954 年、このテ

ーマ曲に、2 人の作詞家によって「スマイル」というタイトルが加えられ、ナット・キング・コールが歌って

ヒットしました。マイケル・ジャクソンら数多くの歌手がカバー。今はスタンダードとして親しまれています。

メロディーの美しさにも泣けるのですが、歌詞が 

素晴らしくて、悲しい時でも辛い時でも笑顔でさえ 

いれば乗り越えられる、という内容です。 

世の中、山あり谷ありです。そういう時こそ、「人生 

まだ捨てたもんじゃない」、「自分を大切にすると同 

時に他人を大切にして」、あきらめないで強く生きれ 

ば道はきっと開ける、そう信じて今日も笑顔で前向き 

に歩んでいきたいものです。 

スマイル（原題:Smile）  チャップリンが作曲 
笑顔を 心が痛むときも 笑顔を 心が折れそうなときも 
空が曇りの時だって なんとかなるさ 
怖くて悲しくても 笑顔なら 笑顔なら きっと明日は 
太陽は昇り 君のために輝く 
喜びで表情を明るく 悲しみの跡を隠して 
涙がこぼれそうでも さあ続けてみよう 
笑顔さ 泣いたって仕方がない きっと分かるさ 
人生まだ捨てたもんじゃない ただ笑顔でいれば 
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２０２５(令和７)年  

いつもゆめじゅく会活動にご協力いただき、ありがとうございます。 
令和７年度のゆめじゅく会総会を、次の通り開催いたします。各サーク 
ルの代表の方は、お忙しいと思いますが、参加のほど宜しくお願い致 
します。 

日時：令和７年４月２５日（金） １９時から２０時（予定）  

場所：瀬戸会館 A 室 

※尚、都合で出席できない方は、必ず代理の方の出席をお願いします。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３月１７日時点の予約状況です。 

★ゆめじゅく編集会議 

 ７日（月）１３時３０分～ 

★移動図書館青い鳥号 

１日（火）・１５日（火） 

１５時１０分～１５時５０分 

★人権のつどい日 

 １１日（金）１９時３０分～ 

★回転木馬 

９日（水） 

１０時～１０時３０分 

 

瀬⼾会館では、⼈権、健康、
福祉、生活等の各種相談を行
っています。お気軽にご相談
ください。 

★４月のゆめ喫茶はおやすみです。 


